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こ
の
巻
頭
言
の
構
想
を
練

っ
て
い
た
矢
先
に
巨

大
地
震
に
あ
っ
た
。
報
道
さ
れ
る
惨
状
、
被
災
者

の
悲
痛
な
言
葉
に
思
考
不
能
と
な
っ
た
。
わ
が
ム

ラ
で
も
鎮
守
の
鳥
居
が
崩
落
、
停
電
、
断
水
、
ガ

ソ
リ
ン
不
足
そ
し
て
水
道
水
の
汚
染
ま
で
続
い
た
。

副
区
長
、
神
社
総
代
と
し
て
た
だ
お
ろ
お
ろ
、
い

ま
、
何
が
書
け
る
か
。
筆
は
止
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

災
難
二
週
間
目
、
す
べ
て
を
失
い
絶
望
の
ど
ん

底
に
あ
る
被
災
者
は
、
５
割
は
、
ふ
る
さ
と
は
復

興
で
き
る
と
答
え
、
７
割
は
、
暮
ら
し
た
地
域
に

戻
り
た
い
と
語
っ
た

（３
月
２
５
日 

読
売
）。
生

ま
れ
育
ち
暮
ら
し
き
た
ふ
る
さ
と
に
は

一
人
ひ
と

り
の
物
語
が
あ
る
。
そ
の
物
語
を
家
族
や
地
域
と

と
も
に
紡
ぎ
直
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。 

何
気
な
く
暮
ら
せ
て
い
た
日
常
が
い
か
に
貴
重

で
大
事
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
「ふ
る
さ
と
に
戻
ろ

う
」
と
被
災
し
た
皆
さ
ん
は
、
「日
常
の
普
通
の
く

ら
し
」
を
最
大
の
目
標
と
し
た
。
だ
が
、
そ
の
日

常

へ
の
道
は
遠
く
厳
し
い
。 

火
山
爆
発
で
世
界
に
類
を
見
な
い
火
山
ガ
ス
に

被
災
し
た
三
宅
島
は
、
全
島
民
の
避
難
指
示

（２

０
０
０
年
９
月
２
日
）
か
ら
４
年
５
カ
月
で
解
除
、

７
割
の
島
民
が
帰
郷
し
た
。
中
越
地
震
で
孤
立
し

た
山
古
志
村
は
、
全
村
民
の
避
難
指
示

（２
０
０

４
年
１
０
月
２
５
日
）
か
ら
２
年
半
後
に
解
除
、

６
割
が
帰
郷
し
た
。
「再
び
ふ
る
さ
と

へ
」
と
い
う 

目
標
が
あ
っ
た
か
ら
頑
張
れ
た
し
、
目
標
に
向
っ

て
手
を
つ
な
ぎ
合
え
た
か
ら
生
き
る
力
が
出
た
。 

こ
の
大
災
害
が
、
我
々
に
何
を
問
う
て
い
る
か
。

未
曾
有
の
天
災
、
想
定
外
の
事
故
と

一
過
性
に
終

わ
ら
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
失
っ
た
多
く
の

い
の
ち
と
被
災
に
よ
る
苦
悩
の
数
々
は
、
こ
の
国

の
あ
り
方

へ
の
警
鐘
で
あ
る
。
地
方
任
せ
の
安

全

・
安
心
は
崩
れ
、
科
学
は
万
能
で
は
な
い
こ
と

教
え
、
経
済

一
極
集
中
の
成
長
神
話
は
地
に
落
ち
、

そ
し
て
近
代
文
明
の
脆
弱
さ
を
露
呈
し
た
。 

こ
の
２
０
１
１
年
３
月
１
７
日
は
、
こ
の
国
の

新
し
い
か
た
ち
の
出
発
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
強
ま

る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
、

国
境
を
越
え
流
動
す
る
時
代
だ
が
、
何
処

へ
も
持

ち
運
び
の
出
来
な
い
風
土
に
刻
ま
れ
た
か
け
が
い

の
な
い

「ふ
る
さ
と
」
の
特
徴
あ
る
風
土
を
活
か

し
、
定
住
し
共
に
生
か
し
あ
う

「共
生
社
会
」
を

展
望
す
る
こ
と
で
あ
り
、
混
住
化
、
過
疎
化
の
中

で
家
庭
が
孤
立
し
、
地
域
の
ま
と
ま
り
が
揺
ら
い

で
い
る
と
き
、
人
々
は
、
つ
な
が
り
の
中
で
自
分

の
存
在
や
役
割
を
自
覚
し
、
「ふ
る
さ
と
」
を
基
盤

に
お
互
い
が
支
え
あ
う
新
し
い｢

縁｣

の
創
造
す
る

こ
と
で
あ
る
と
思
う
。 

こ
い
ず
み

・
こ
う
ろ
う
＝

「自
治
と
共
生
」
の

視
点
か
ら
ム
ラ
づ
く
り
、
地
産
地
消
を
提
案
、
編

著
に

「自
給
再
考
」
（山
崎
農
業
研
究
所
） 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ2
0
1
1
 
v
o
l

・63
 

 



 
「く
に
の
か
た
ち
」
（２
）
問
う
大
災
害 

 
 

山
崎
農
業
研
究
所
事
務
局
長 

 

小
泉
浩
郎 

 
 

 

大
地
震
が
起
こ
っ
た
そ
の
時
間
、
ア
メ
リ
カ
大

使
館
横
の
ビ
ル
６
階
に
い
た
。
宮
崎
市
の
野
菜
専

業
農
家
ご
夫
妻
か
ら
農
業
経
営
の
苦
労
話
を
聞
い

て
い
た
。
「地
震
だ
」
の
声
に
な
す
す
べ
が
な
く
、

た
だ
机
に
し
が
み
つ
い
た
。
窓
越
し
の
高
層
ビ
ル

が
大
き
く
左
右
に
揺
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
大
波
に
漂

う
船
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
ビ
ル
か
ら
の
非
難
指
令

が
出
た
。
指
定
さ
れ
た
ホ
テ
ル

「オ
ー
ク
ラ
」
の

駐
車
場
に
向
っ
た
。
各
ビ
ル
か
ら
の
避
難
者
で
道

路
は
立
錐
の
余
地
も
な
い
混
雑
だ
が
、
警
察
の
誘

導
で
歩
み
は
静
か
に
続
い
た
。
公
共
交
通
機
関
は

す
べ
て
止
ま
っ
た
。
多
く
は
帰
宅
を
あ
き
ら
め
篭

城
の
た
め
コ
ン
ビ
ニ
に
走
り
、
食
べ
物
は
棚
か
ら

消
え
た
。 

虎
ノ
門
か
ら
宿
舎
の
あ
る
新
宿
ま
で
歩
い
た
。

歩
数
計
は

一
万
七
千
歩
、

一
二
㎞
、
二
時
間
二
三

分
を
示
す
。
車
は
渋
滞
で
全
く
動
か
な
い
。
歩
道

は
帰
宅
を
急
ぐ
人
々
で
肩
を
触
れ
ほ
ど
で
あ
る
。

黙
々
と
新
宿
駅
を
目
指
す
が
、
そ
の
先
の
足
が
な

い
。
新
宿
駅
は
帰
れ
な
い
人
々
で
あ
ふ
れ
寒
い
夜

を
明
か
し
た
人
も
多
い
。 

東
京
で
５
日
間
の
足
止
め
、
六
日
目
に
茨
城
県

笠
間
市
の
自
宅
に
戻
っ
た
。
電
車
や
バ
ス
を
乗
り

継
ぎ
通
常
の
三
倍
近
い
時
間
を
か
け
た
。
連
日
の

テ
レ
ビ
の
地
震

・
津
波
の
大
災
害
と
比
べ
る
由
も

な
い
が
、
屋
根
瓦
が
落
ち
石
塀
が
倒
れ
水
道
菅
が

破
れ
た
。
停
電
は
三
日
間
、
こ
の
田
舎
で
も
生
活

を
大
き
く
狂
わ
し
た
。
飲
料
水
は
給
水
車
、
ト
イ

レ
は
用
水
路
の
水
で
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
不
足
も
大

き
な
打
撃
で
あ
っ
た
。
田
舎
ほ
ど
車
社
会
で
あ
る
。

集
落
の
た
だ

一
つ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

一
九

日
早
朝
九
時
か
ら
給
油
の
話
が
流
れ
た
。
三
男
の

嫁
の
実
家
が
い
わ
き
市
、
両
親
の
一
時
避
難
の
た

め
に
往
復
の
ガ
ソ
リ
ン
が
必
要
、
前
夜
の
９
時
か

ら
ス
タ
ン
ド
の
前
に
並
ん
だ
。

一
台
２
０
㍑
限
定

で
あ
る
か
ら
満
タ
ン
に
は
２
～
３
箇
所
探
し
回
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
活
に
小
康
を
得
た
頃
、

市
内
に
４
つ
あ
る
上
水
道
浄
化
槽
の
１
つ
か
ら
乳

幼
児
摂
取
の
基
準
値
以
上
の
放
射
性
ヨ
ウ
素
が
検

出
さ
れ
た
。
０
歳
児
に
限
り
飲
料
水
配
給
と
の
連

絡
、
我
が
家
の
一
歳
と
二
歳
の
孫
は
ど
う
す
る
か
。

ま
も
な
く
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
も
自
販
機
か
ら
も
単
純

水
は
消
え
た
。
続
い
て
酪
農
家
の
生
乳
の
出
荷
制

限
で
あ
る
。
野
菜
の
出
荷
制
限
、
摂
取
制
限
も
無

用
の
混
乱
を
起
し
た
。 

地
震
、
津
波
、
原
発
と
有
史
以
来
の
難
事
で
あ

る
。
水
も
電
気
も
過
度
の
地
方
任
せ
で
は
限
界
が

あ
る
。
科
学
の
粋
の
原
発
も
い
の
ち
を
か
け
た
人

力
で
し
か
制
御
で
き
な
い
。
科
学
は
万
能
で
は
な

い
こ
と
も
身
に
し
み
た
。

一
極
東
京
が
成
長
す
れ

ば
地
方
も
よ
く
な
る
と
い
う
成
長
神
話
も
崩
れ
た
。

経
済
は
暮
ら
し
の
手
段
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

求
め
ら
れ
る
の
は
等
身
大
で
慎
ま
し
く
暮
ら
せ
る

「く
に
」
か
。 
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３
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国
内
観
測
史
上
の
最
大
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
９

・

０
は
、
津
波
、
原
発
と
複
合
的
な
大
災
害
を
も
た

ら
し
た
。
こ
の
惨
状
は
、
瞬
く
間
に
世
界
各
地
に

報
道
さ
れ
、
冷
静
さ
を
失
わ
な
い
日
本
人
の
姿
に

驚
き
と
賞
賛
が
届
け
ら
れ
た
。 

「大
震
災
特
別
講
義
～
私
た
ち
は
ど
う
生
き
る

べ
き
か
～
」。
学
生
達

（ア
メ
リ
カ
・
中
国
・
日
本
）

を
中
心
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ

ル
教
授
に
よ
る
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
討
論
が
あ
っ
た

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
４
月
１
７
日
）。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

女
子
学
生
は

「今
回
の
震
災
の
よ
う
に
、
人
間
性

が
問
わ
れ
る
局
面
で
の
日
本
人
の
素
晴
ら
し
い
対

応
を
知
り
、
同
じ
人
間
と
し
て
誇
り
に
思
う
こ
と

が
で
き
た
」
と
し
、
作
家
の
石
田
衣
良
さ
ん
が

「こ

う
い
う
災
害
が
起
き
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
地

（じ
）
の
部
分
が
表
に
出
る
」

「日
本
で
は
全
く

当
た
り
前
」
と
語
っ
た
。
日
本
で
は

「当
た
り
前

の
こ
と
」
が
、

「同
じ
人
間
と
し
て
誇
り
に
思
う
」

と
国
を
越
え
た
共
感
を
呼
ん
だ
。
さ
ら
に

「国
の

地
の
部
分
」
が
世
界
共
有
の
価
値
観
と
評
価
さ
れ

た
。 

 

ま
だ
５
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
が
、
安
部
元
首

相

「美
し
い
国

へ
」
（文
春
新
書
）
、
藤
原
正
彦

「国

家
の
品
格
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
前
者

は
、
自
信
と
誇
り
を
も
て
る
日
本
と
な
る
た
め
新

し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
構
築
が
重
要
と
し
、
後

者
は
日
本
人
が
見
失
っ
た
情
緒
の
文
化
、
自
然

へ

の
感
受
性
、
武
士
道
精
神
を
取
り
戻
す
こ
と
が
国

家
の
品
格
だ
と
い
っ
た
。
だ
が
こ
の
大
震
災
で
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
武
士
道
精
神
も
全
く
語
ら
れ
ず
、

こ
の
国
の
品
格
は
も
っ
と
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
。 

 

「国
の
地
の
部
分
」
は
、
生
ま
れ
育
ち
自
然
と

と
も
に
あ
る
人
間
の
存
在
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

定
住
し
、
暮
ら
し
を
立
て
、
歴
史
を
刻
み
、
文
化

を
継
承
し
て
き
た
日
常
の
営
み
が
そ
れ
で
あ
り
、

森
羅
万
象
の
神
を
畏
敬
し
、
他

（自
然
を
含
め
て
）

と
の
共
生
と
循
環
を
基
本
と
し
て
生
き
方
で
あ
る
。

そ
の
具
体
的
な
仕
組
み
が
集
落
、
町
内
会
な
ど
「で

き
る
こ
と
は
自
分
達
で
」
と
い
う
住
民
自
治
組
織

で
あ
る
。
こ
の
平
時
の
地
道
な
活
動
が
こ
の
国
の

地
の
部
分

（底
力
）
を
養
い
育
て
て
き
た
。 

 

サ
ン
デ
ル
教
授
は

「家
族
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
、
我
々
を
束
ね
て
い
る
よ
り
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
私
た
ち

が
、
共
に
生
き
、
お
互
い
を
思
い
や
る
う
え
で
重

要
な
要
素
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
地
球
の
反
対

側
に
い
た
と
し
て
も
強
い
共
感
を
覚
え
、
自
分
の

こ
と
の
よ
う
に
誇
り
に
思
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
は
よ
り
拡
大
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
に
向
け

た
始
ま
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
結
ん
だ
。
罹

災
１
ヶ
月
以
上
を
過
ぎ
復
興
の
青
写
真
が
提
案
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
国
の
底
力
を
評
価
し
、
「こ
の
く

に
の
か
た
ち
」
の
基
本
と
し
た
い
。 
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未
曾
有
の
大
災
害
か
ら
１
０
０
日
近
く
経
つ
が

一
向
に
先
が
見
え
な
い
。
震
災
当
初
、
秩
序
あ
る

行
動
が
世
界
の
賞
賛
の
的
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
天

災
に
対
す
る

「あ
き
ら
め
」
だ
が
、
同
時
に
共
に

助
け
合
う
新
た
な
出
発

へ
の
リ
セ
ッ
ト
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
リ
セ
ッ
ト
し
再
出
発
す
る
現
場
は
、
二

つ
の

「人
災
」
に
よ
っ
て
、
問
題
は
ま
す
ま
す
深

刻
に
な
っ
て
い
る
。
暮
ら
し
の
す
べ
て
を
容
赦
な

く
奪
い
取
っ
た
原
発
事
故
と
い
う

「人
災
」
そ
し

て
経
済
効
率
至
上
主
義
の
企
業
と
赤
絨
毯
の
政
局

次
元
の

「人
災
」
で
あ
る
。
末
端
自
治
体
は
、
直

面
す
る
困
難
に
戦
い
な
が
ら
、
法
律
待
ち
、
計
画

待
ち
、
予
算
待
ち
で
展
望
あ
る
動
き
が
取
れ
な
い

ま
ま
に
あ
る
と
聞
く
。 

こ
の
難
事
を
肌
身
に
感
じ
共
に
悲
し
み
苦
し
ん

で
い
る
現
場
は
、
座
し
て
救
援
を
待
つ
前
に
、
自

ら
の
知
恵
と
行
動
力
で
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
き

の
う
の
家
庭
、
き
の
う
の
ふ
る
さ
と

へ
の
回
帰
を

望
み

「顔
が
見
え
話
が
出
来
る
」
関
係
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
力
を
出
し
合
い

（地
産
）
共
に
結
び
合

う

（地
消
）
活
動
を
し
て
い
る
。 

①
石
巻
日
日
新
聞
社
は
、
印
刷
不
能
に
中
、
翌

日
か
ら
手
書
き
の
新
聞
を
避
難
所
な
ど
に
張
り
出

し
た
。
そ
れ
が
米
の
ニ
ュ
ー
ス
総
合
博
物
館
の
永

久
保
存
と
な
っ
た
。
②
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
気

仙
沼
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
壁
新
聞

「
フ
ァ
イ
ト
し
ん
ぶ
ん
」
を
発
行
し
て
い
る
。
③

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
大
々
的
な
報
道
の
裏
方
に

内
部
ボ
ラ
ン
テ
ア

（地
域
自
治
）
の
日
頃
の
地
道

な
実
績
が
大
き
な
役
割
を
発
揮
し
た
。
集
落

・
町

内
会
役
員
、
消
防
団
員
、
民
生
委
員
、
社
教
活
動

等
で
あ
る
。
④
岩
手
県
住
田
町
は
、
町
費
３
億
円

を
投
じ
て
独
自
規
格
の
木
造
仮
設
住
宅
を
地
元
製

材
業
、
気
仙
大
工
等
で
５
月
末
ま
で
に
９
３
戸
を

達
成
し
た
。
⑤
気
仙
沼
市
小
鯖
地
区
は
、
避
難
所

運
営
に
自
治
会
が
立
ち
上
が
り
コ
メ
や
野
菜
を
持

ち
寄
り
、
炊
き
出
し
を
担

っ
た
。
⑥
地
産
地
消
の

代
表
で
あ
る
直
売
所
は
、
「被
災
地
に
送
ろ
う
、
被

災
地
産
品
を
食
べ
よ
う
」
と
直
売
所
間
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
⑦

「い

の
ち
を
守
る3

0
0

キ
ロ
の
森
づ
く
り
」
（宮
脇 

昭
）

は
、
津
波
被
害
地
の
踏
査
を
踏
ま
え
、
ガ
レ
キ
を

資
源
に
土
地
本
来
の
森
に
よ
る
防
潮
林
を
提
案
し

て
い
る
。
⑧
先
人
の
訓

：
「
此
処
よ
り
下
に
家

を
建

て
る
な
」
。
巨
大
な
波
が
濁
流
と
な
り
、
石

碑
の
約
５
０
メ
ー
ト
ル
手
前
で
止
ま
っ
た

（宮
城

県
姉
吉
地
区
）。 

 

菅
首
相
は
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト

（

2
0
1
1

／5

）
で
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
２
０
２
０
年
代
の
早
い
時

期
に
２
０
％
超
に
す
る
と
演
説
し
た
。
脱
原
発
に

は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
大
災
害
の
教
訓

は
、
脱
原
発
を
世
界
に
宣
言
し
、
地
産
地
消
に
よ

る
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
国
を
こ
の
く
に
の
か

た
ち
と
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

（（（（農
政
農
政
農
政
農
政
とととと
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済
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済
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N
O
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O
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